
第
三
十
九
回 

 
熊
本
城
（
熊
本
県
熊
本
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

熊
本
市
賞 

 

該
当
な
し 

  

特
選
句 

 

該
当
な
し 

 

 

投
句
な
し 

 
 

  
 
 
 
 

 
 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
九
回 

 
法
隆
寺
周
辺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

奈
良
・
斑
鳩
町
賞 

 

ひ
と
つ
ま
み
祈
る
塗
香
や
夏
の
寺 

 
 

 
 

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町 

杉
井 

千
代
子 

 

特
選
三
句 

青
田
風
日
本
は
住
む
に
好
い
所 

 
 

  
 

奈
良
県
大
和
郡
山
市 

菊
本 
章
生 

遠
景
も
く
つ
き
り
見
ゆ
る
梅
雨
晴
間 

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町 

松
原 

春
城 

夏
帽
子
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
の
シ
ャ
ラ
ラ
ラ
ラ 

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町 

内
田 

良
平 

 

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 

四
十
七
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
九
回 

 
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

子
規
は
い
く
賞
三
句 

  

蚊
遣
香
う
ぐ
ひ
す
張
り
の
公
望
邸 

愛
知
県
名
古
屋
市 

加
島 

照
子 

 

逍
遥
の
小
道
通
っ
て
夕
涼
み 

愛
知
県
稲
沢
市 
小
﨑 

忍 

 

車
前
草
に
釦
の
光
重
な
り
ぬ 

岐
阜
県
各
務
原
市 

伊
藤 

敦 

    



特
選
三
句 

 
五
月
雨
や
柴
三
郎
の
顕
微
鏡 

愛
知
県
犬
山
市 

有
本 

仁
政 

 

夏
の
音
縁
で
た
の
し
む
明
治
村 

愛
知
県
清
須
市 

早
川 

み
ほ 

 

汗
ま
み
れ
ク
イ
ズ
に
走
る
明
治
村 

愛
知
県
一
宮
市 
宮
川 

千
賀
子 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

投
句
総
数 

 
 
 

三
十
八
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



 
 

 

第
三
十
九
回 

 
子
規
庵
（
東
京
都
台
東
区
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
句 

 

該
当
な
し 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

投
句
な
し 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
九
回 

 
記
念
艦
「
三
笠
」（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

  

三
笠
よ
り
猿
島
見
た
り
梅
雨
の
晴
れ 

神
奈
川
県
横
浜
市 

小
宮 

繁
久 

 

Ｚ
旗
が
夏
空
を
打
つ
記
念
艦 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

大
澤 
俊
介 

 

在
り
し
日
の
戦
艦
三
笠
を
想
ふ
夏 

千
葉
県
浦
安
市 

大
槻 

竜
飛 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数  

 
 

十
七
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
九
回 

 
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
広
島
県
呉
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
句 

 

呉
港
の
鉛
色
し
て
梅
雨
ら
し
く 

茨
城
県
日
立
市 

井
樋 

友
則 

  

投
句
総
数 

 
 

 
七
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
九
回 

 
歴
史
博
物
館
・
漱
石
公
園
（
東
京
都
新
宿
区
）  

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

  

あ
を
あ
を
と
芭
蕉
葉
ぐ
ん
ぐ
ん
天
を
つ
く 

東
京
都
新
宿
区 

本
澤 

さ
ち
こ 

 

春
場
所
や
ま
は
し
を
叩
く
音
ひ
び
き 

東
京
都
新
宿
区 

大
畑 
雅
敬 

 

紅
蒔
い
た
は
ず
朝
顔
の
白
い
花 

東
京
都
新
宿
区 

矢
川 

浩
子 

  

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

  

三
十
九
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



 

鶴
ヶ
城
（
福
島
県
会
津
若
松
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

初
夏
の
風
会
津
の
町
に
吹
い
て
い
る 

福
島
県
田
村
市 

吉
田 

洋
三 

 

夏
の
木
に
虫
よ
つ
て
く
る
鳴
い
て
い
る 

栃
木
県
宇
都
宮
市 

坂
井 
理
央
奈 

 

て
ん
し
ゆ
か
く
ぼ
く
の
お
う
ち
が
見
え
る
な
つ 

福
島
県
郡
山
市 

サ
カ
モ
ト 

ユ
ウ 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 

十
四
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
九
回 

 
東
松
山
市
（
埼
玉
県
東
松
山
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選  

特
選
三
句 

 

蓮
池
に
尾
羽
い
ち
ま
い
浮
く
朝 

埼
玉
県
川
越
市 

吉
野 

敬
子 

 

酒
樽
を
頭
上
の
歩
荷
や
り
過
す 

埼
玉
県
東
松
山
市 

新
井 
基
文 

 

桐
の
花
若
き
僧
侶
の
初
誦
経 

埼
玉
県
東
松
山
市 

大
井 

正
行 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

  
 
 

三
十
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
九
回 

 
羽
二
重
団
子
本
店
（
東
京
都
荒
川
区
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」
主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞 

沢
桔
梗
湿
原
巡
る
歩
板 

東
京
都
荒
川
区 

髙
安 

政
江 

 

特
選
三
句 

 

桜
舞
ふ
産
声
聞
け
ぬ
コ
ロ
ナ
の
禍 

埼
玉
県
草
加
市 
中
野 

猛 

蚊
柱
を
避
け
た
つ
も
り
が
ど
真
ん
中 

東
京
都
荒
川
区 

町
田 

美
幸 

路
地
裏
の
行
列
長
し
氷
旗 

東
京
都
荒
川
区 

谷
井 

千
絵 

  

投
句
総
数 

 
 

四
十
句 

開 

函 

日 
 

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日 


